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郊
外
団
地
は
大
都
市
の
限
界
集
落 

高
度
経
済
成
長
時
代
に
地
方
都
市
か
ら
大
都

市
に
多
く
の
人
々
が
流
入
し
て
定
住
し
て
い
く

が
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
の
が
郊
外
団
地
で

あ
る
。
賃
貸
住
宅
や
戸
建
住
宅
が
ま
と
ま
っ
て

供
給
さ
れ
る
た
め
、
ほ
ぼ
同
様
な
年
齢
層
が
一

気
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
高

齢
化
も
一
気
に
進
み
、
活
力
の
な
い
、
衰
退
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
地
域
と
な
っ
て
い
く
。 

「
限
界
集
落
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
一
般

的
に
は
高
齢
化
率
五
十
％
以
上
で
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
共
同
生
活
が
維
持
で
き
な
い
集
落
を
指
す

よ
う
に
、
住
宅
団
地
で
も
同
様
な
事
態
が
生
じ

て
い
る
の
で
、
「
限
界
団
地
」
と
い
う
言
葉
ま
で

誕
生
し
て
い
る
。 

昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
特
集
「
無
縁
社
会
」
が
放
送

さ
れ
て
、
大
反
響
を
呼
ん
だ
。
地
縁
・
血
縁
・

社
縁
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
縁
死
が

三
万
二
千
人
も
生
じ
て
い
る
事
実
は
、
他
人

事
・
他
所
事
で
な
く
、
自
身
の
こ
と
、
自
身
の

地
域
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。 

 

そ
し
て
鳴
子
団
地 

今
回
対
象
と
し
て
い
る
鳴
子
団
地
（
名
古
屋

市
緑
区
。
都
心
栄
か
ら
地
下
鉄
で
二
十
五
分
強

の
位
置
）
は
「
限
界
団
地
」
の
典
型
例
で
あ
る
。

日
本
住
宅
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
＝
Ｕ
Ｒ
）

が
区
画
整
理
を
行
い
、
約
二
千
九
百
戸
の
計
画

戸
数
の
う
ち
、
公
団
賃
貸
住
宅
を
約
二
千
二
百

戸
供
給
し
、
四
十
五
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

団
地
内
で
は
、
高
齢
世
帯
比
率
が
半
分
、
そ
の 

う
ち
独
居
高
齢
者
が
半
分
と
い
う
予
測
で
あ
る
。 

目
下
、
Ｕ
Ｒ
も
団
地
再
生
に
取
り
組
み
、
比

較
的
新
し
い
ま
と
ま
っ
た
エ
リ
ア
の
住
棟
群
は

耐
震
補
強
し
て
残
存
さ
せ
、
古
い
住
棟
群
は
建

替
え
、
敷
地
の
適
正
利
用
に
よ
り
生
ま
れ
た
整

備
敷
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
・
公
益
施
設
、
生

活
利
便
施
設
、
あ
る
い
は
多
様
な
住
宅
供
給
に

活
用
す
る
構
想
と
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
団
地
の
地
元
に
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
お
よ
び
子
育
て
支
援
で
の
質
の
高
い
活
動

を
継
続
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
す
け
あ
い

名
古
屋
」
（
代
表
理
事
：
渡
部
勝
氏
）
が
あ
る
。 

平
成
二
十
一
年
度
に
「
地
方
の
元
気
再
生
事

業
」
に
手
を
挙
げ
た
。
高
齢
化
＝
福
祉
と
い
う

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
図
式
で
は
「
限
界
団
地
」

の
課
題
は
解
決
し
な
い
。
高
齢
者
等
の
雇
用
を

伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
、
子
育

て
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
戸
建
住
宅
管
理
や

子
育
て
世
帯
の
流
入
促
進
の
た
め
の
住
替
え
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
構
築
、
防
災
・
防
犯
の
た
め
の

安
心･

安
全
な
居
住
環
境
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い

意
味
で
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
「
生
活
創
造
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

「
元
気
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
働
計
画
」
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
組
織
〝
街
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ〟 

元
気
と
安
心
を
結
合
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、

住
民
や
福
祉
団
体
や
行
政
等
と
の
連
携
協
働
に

よ
っ
て
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
目
標
と
し
て

「
高
水
準
な
生
活
環
境
と
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
も

と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
年
老
い
て
も
、
最
後
ま
で
人
間
と
し

て
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
お
い

た
。 そ

れ
を
実
現
す
る
組
織
が
必
要
と
な
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
居
住
者
は
「
安
心
診
療
所
」

「
生
活
雑
多
支
援
」
「
法
律
相
談
・
相
続
相
談
」

「
交
流
サ
ロ
ン
」
「
住
宅
改
修
等
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
職

人
、
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
で
き
る
が
、
そ

れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
、
提
供
で
き
る
〝
街

の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟
機
能
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
中
心
的
役
割
を
「
た
す
け
あ
い
名
古
屋
」

が
担
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

戸
建
住
宅
の
住
替
え
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

高
齢
者
に
と
っ
て
手
入
れ
が
大
変
で
、
防
犯

上
も
冷
暖
房
上
も
課
題
を
抱
え
る
戸
建
住
宅
。

そ
こ
か
ら
共
同
住
宅
へ
集
住
化
（
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
）
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
戸
建
住
宅

を
若
い
世
帯
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
賃
貸
化
す
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
、
地
域
を
元
気
に
す
る

方
策
の
一
つ
に
な
る
。 

そ
こ
で
戸
建
居
住
高
齢
者
（
平
均
七
十
二
歳
）

や
不
動
産
仲
介
業
者
、
類
似
事
例
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
約
半
数
は
現
状
の

ま
ま
定
住
し
（
修
理
な
ど
課
題
が
あ
る
が
）
、
三

分
の
一
は
売
却
、
一
割
が
賃
貸
希
望
で
あ
っ
た
。 

課
題
対
応
と
し
て
当
面
は
戸
建
住
宅
の
賃
貸

化
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
持
つ
一
般
社
団
法
人

移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
（
東
京
）
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
が
現
実
的
で
あ
る
。
そ
し
て
順
次
、

賃
貸
用
戸
建
住
宅
（
用
地
）
お
よ
び
高
齢
者
の

住
替
え
住
宅
の
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、

そ
れ
ら
を
繋
ぐ
地
元
情
報
の
入
手
と
関
係
主
体

の
実
施
体
制
を
整
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
若
い
世
帯
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

比
較
的
大
き
い
戸
建
敷
地
を
分
割
化
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
住
環
境
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
地
域
合
意
を
形
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

元
気
再
生
の
た
め
の
導
入
機
能 

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
、
団
地
再
生
（
建

替
事
業
）
に
伴
う
整
備
敷
地
（
更
地
）
を
有
効

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

高
齢
者
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
、
高
齢
者
用
大

規
模
施
設
を
造
っ
て
い
て
は
、
ま
す
ま
す
地
域

は
高
齢
化
す
る
。
地
域
密
着
型
の
高
齢
者
お
よ

び
障
が
い
者
福
祉
施
設
や
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ

ス
等
を
整
備
・
充
実
す
る
一
方
で
、
積
極
的
に

若
い
世
帯
が
入
居
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
子
育

て
支
援
（
一
時
保
育
や
病
児
病
後
児
保
育
の
充

実
）
や
若
年
世
帯
用
住
宅
の
供
給
な
ど
を
図
っ

て
い
き
た
い
。 

地
下
鉄
鳴
子
北
駅
が
今
年
三
月
に
供
用
開
始

さ
れ
る
。
鳴
子
団
地
中
心
か
ら
徒
歩
七
分
な
の

で
、
駅
そ
ば
生
活
圏
に
組
み
込
ま
れ
る
。
駅
付

近
に
可
能
な
ら
ば
緑
市
民
病
院
の
移
転
（
期
待

値
と
し
て
）
ま
た
は
医
者
村
、
学
習
村
や
文
化

芸
術
村
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
大
規
模
駐
車
場
な
ど
、

交
通
拠
点
の
地
下
鉄
駅
前
な
ら
で
は
の
新
た
な

機
能
を
導
入
し
て
い
き
た
い
。 

  

中
山
間
地
域
（
豊
田
市
足
助
町
）
と
の
連
携
交
流 

「
限
界
団
地
」
と
中
山
間
地
域
を
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
団
地
内
で
自
己
完
結
的
課
題
解
決
の

限
界
を
克
服
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
地
域
外

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
健
康
と
観
光
、
福
祉
と

暮
ら
し
（
雇
用
を
含
む
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
つ
強
み
と
弱
み
を
補
完

し
な
が
ら
、
相
互
の
元
気
再
生
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。 

取
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
に
足
助
そ
の

も
の
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
こ
と
（
観
光
型
健
診
ツ
ア
ー
や

障
が
い
者
ツ
ア
ー
を
含
む
）
、
第
二
に
持
続
的
な

相
互
交
流
を
構
築
す
る
た
め
、
「
農
」
と
「
食
」

と
「
技
」
を
軸
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。 

後
者
は
生
活
交
流
で
あ
り
、
食
や
遊
び
を
通

じ
た
生
活
文
化
交
流
を
柱
に
し
て
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
双
方
が

活
性
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
相

互
交
流
は
芽
生
え
て
か
ら
育
つ
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
。
対
等
な
立
場
で
心
を
配
り
、
目
を

配
り
、
ぜ
ひ
相
互
交
流
を
成
功
さ
せ
た
い
。 

郊郊
外外
団団
地地
のの
再再
生生
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト  

～
名
古
屋
市
緑
区
鳴
子
団
地
を
モ
デ
ル
に
～

井
澤 

知
旦 

中
山
間
地
域
の
「
限
界
集
落
」
に
対
し
、
大
都
市
で
は
高
度
経
済
成
長
期
に
一
気
に

入
居
が
始
ま
り
、
近
年
一
気
に
超
高
齢
化
が
進
む
郊
外
「
限
界
団
地
」
が
登
場
し
て
き

て
い
る
。
多
く
の
独
居
高
齢
者
や
介
護
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
生
活
し
て
い
る

が
、
そ
ん
な
地
区
を
「
無
縁
社
会
」
に
せ
ず
、
安
心
し
て
〝
終
の
棲
家
〟
と
で
き
る
よ
う
、

ま
た
元
気
再
生
に
む
け
た
「
生
活
創
造
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
試
み
よ
う
と
、
地
元
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
す
け
あ
い
名
古
屋
」
と
と
も
に
検
討
を
行
っ
た
。 

左上：この団地には階段型、片

廊下型、スター型など多様な住

棟があり、ゆったりした住環境

がある。 

左下：建替え後の住棟。5 階建

が 6 階建に、ゆったり住環境は

保持されている。 

右上：70～100 坪敷地の戸建

住宅地。豊かな住環境を形成。

必要とされる高齢者施設や障がい者施設に加え、子育て支援をおこ

なう児童関係施設を集約。若い世帯向け住宅供給は他のエリアで。

施設整備イメージ 

（施設集約型） 

■コレクティブハウス棟 

■高齢者棟 
・小規模多機能居宅介護 

・グループホーム 

・地域包括支援センター 

■児童棟
・保育園 

・児童館 

■障がい者棟 
・デイサービス 

・作業所 

・グループホーム 

鳴子地区

地下鉄桜通線野並

～徳重間延伸 
2011年3月27日開通
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鳴子地区の位置 


